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ノ3 1943年 大遊星の一行についで

　1943年の年頭は，脳波後の天頂に土星と木星とが輝V・て，冬の星座の室を一

段と美化する．望遠鏡を持つ人々は，寒さを凌いで，この美観を無しむ時であ

る．低い西室には久しぶりで水星と金星も現れるけれど，これは照照以南の低

緯度の地で見るのが宜から

う．金星は年初よりも，年

の中頃になるに從ひ，宵室

の高度も光輝も高くなり，

晩春初夏の頃は燦然として

大室に君臨する．そして八

月末忽然として姿を消し，

．九月初め内合となり，同月

末からは曉天の光明となり，

年末まで東室を飾る．今年

の金星は實にスバラシイ景

観を呈する．

　今1943年の第二の美観は

土星の接近である．土星は

年初から追々と近づいて來

るが，年末の頃，天頂に近

い牛座に於て，逆行すると

共に，光輝は一L7級となり，

終夜の室を賑はす．2年ぶ

りで専門家の活躍が期待さ

れる．

　今年は叉，土星の輸が15

手ぶりで最大の幅（21”）に

達し，現覗光度が年末には

一〇．3に達する．土星と天

王星とは昨年に比べて多少

離れたけれど，しかし，木

星や土星と共に，やはり昨

秋初冬の賑やかな星座の室

は更に一段と美しく飾るこ

ととなる．

　注奮：此の圖は各二二の南中す

羅離灘鱗謡
　　のであることが知って貰へる
　　と思ふ．
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○縫光星報告（14年度前∠自）
○　　　　　　　　ケ　　　　　　　　　（14年度後牛）

○流星観測入門
○流星群の速度決定の一一一方法

○標　準天丈學
○ガ　リ　レ　オ　傳

○印度洋航海日誌
○學術　と　宗敏
○標準時に就いて
○中等學校に於ける天文敏材論
○星茎…　灘　　日　　栗虫　系己　行

○遊星惑星源流考
O封日照の攣化に就いて’

01939年度火星協同灌見濱螂結果幸侵告

01941年度封衝に於吋る火星協同観測結果報告

○計算圖表に依る攣星光度計算
○星　　　　 力・　　　　げ　　（歌集）

○漏壷の氣候と天上の花

○彗星総目録（英文）
01921年のボンヰンネケ
　　彗星に附薩せる流星翻測　（英文）

○北ボルネオの星名と説話

○梅小路天丈童跡訪問言巳

○観測手引（全章）
○携帯用窺眞眼曾爾用反射鏡に關する試作概況

○黒雨の相i封数式観測法にrVitて

○沼和16年度太陽課綜合報告

Oシンクロノ1ムの新天丈時計

○緯度齪測事業
○太陽面経緯度圓　（8枚一組）、

○簡　易　星　圖
○草　場　恒　星　圖　（解説書付）
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天文爲糞（第1輯）
　　　　　　　　　　　　　　　　読　　明　　書

1．土　星　　天界に於いて最も美しい姿は實に土星と其の輪である．これは故バ1ナ1

　ド博士がリグ天丈塁に潜在中の7夜，口径92センチの大赤道儀望遠鏡により，其の閉眼

　の筋力を配して最も精密に灘測したものであって，現代の爲眞術では到底及ばない正確

　な形を現はしてみる．土星は木星と共に，：太陽系中の最大遊星の一つで，直径は地球の

　10倍あり，輪は更に其れに歎倍する．この輪は無数の微塵星が羅列して主星のまはりを

　廻ってみるものである．

2・ペル1圓蝕のコロナ．　昭和12年（1937年）六月8日，．南米ペル1國ワンチャコ村の海

　岸で，山本・一清博士指導の下に，柴田・堀井爾理体士が撮影した皆既日蝕のコロナの窮

眞である．カメラはfi，，1．占距離9．7メiDレ，露出は10秒であった・空は殊に美しく晴れわ

　たり｝幾萬の群集は此の牡翻を西の空に満喫しナこものであっナこ．

．3．フインスラ彗星　　昭和12年（1937年）の七月初め，スヰスの天文家フ4ンスラ氏に登

見されナこ此の彗星は，近年稀に見る見事な尾を引いて，北天に現はれ，全世界の天丈プ

　アンを喜ばぜた．之れは米國パロマ山上の新天丈壷に於いて，口樫45センチ（二二距離

90センチ）のシミト・カメラにより撮影されたもので，爲眞の右一上部に彗星が大きく現は

　れ，叉左土部の大きい星は，ペルセ座のア星，下中部の星は同座デ星である．其の他

．の門々は詳細な星圖と比較して．頂きナこい．察眞の上は西，下は東，左は北，右は南であ

　る，善通の彗星篇眞は長時間の鴬出を要するため，恒星が皆線になってみるのだが，此

　の爲眞は強力なシミト・ガメラで短時間の露出であったため，星は皆黙像である・

4・アインスタイン博士　　摘餌原理の創案者であるアルベルト・アインスタィン博士は

藪理事交軍畑に於ける現代の最大巨星である．1879年（明治12年）｝t　ifッに生れ，　ttスヰ

　スとドイツとで研究に從寵したが，今は米國プリンストア大挙の特別講座を圭号してゐ

　る．此の罵眞は近年，オクスフオド大室で名碁盤位を受領し，倫ほ，ロ1ヅ詔念講演を

　した際，官位服に盛装した姿である．

5，小マゼラン賦活　　天の南極から16度の距離で，巨虜島（トウカン）星座の東南隅に

ある．．此の「小マゼラン」の星雲は，それより遙か東方（（旗魚（かじき）））星座にある「大

　マゼラン」星雲と共に，天の七不思議の一つである．天の河からは35度も離れてみるか

　ら，全く無關係のものであるけれど，見たところは，やはり天の河の一部が千切れて飛

　んだかのやうに，天空に輝やき，全腱の廣がりは東西も南北も共に約3度以上にも及ぶ

が，しかし其の南西部に最も多くの星が密集し，それから北東へ群星や大小の星團が連

績してみる・この星雲は吾が太陽系から約95，000光年の星「離にあって，直径は6，000光年

　もあるし，叉，其の中には幾十萬の恒星と共に，約800個の憂星と，40絵の球状星團や

星霧を含んでみるから，優に之れは一個の小宇宙である．鶉眞の東端にある大星團はト

　ウカン座の47番と呼ぶ有名な天龍である．このマゼラン星曇はi塞薄よりも南方に於いて

毎年秋の夕刻に見えるものである．
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東亜芙文器什規則
（1941年五月改正）

第1條此ノ命チ東亜天丈協會ト言フ・

第2條此ノ會・1耳蝉・艦灘及喉・了解燵メ謙ネテ會員髄ノ縄囎スノ
　　　　ガ目的デアノレ．

第3條此ノ會ノ本部・・乱ヒ天燵二置ク・叉會群集ノ地蒔・’支部チiキ・e【レ定メテ

　　　　アノレ支部規約二準擦スル。

．第4條此ノ會ノ・其ノ目的チ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ・

　　　　　1．例會（毎月1回），総會（年1回）．

　　　　　2．講演，講習（各地デ随時二開ク）．

　　　　　3。雑誌淫書ノ出版（雑誌ハ毎月1回登行，會員二無料配布，二七ハ随時）

　　　　　4．研究見學及ビ観測指導．

　　　　　5，天丈塞，博物館等ノ経轡（會員ニノ・特記ガアノレ）．

第5條此ノ會・・其ノ事業チ遂行スノ・爲メ次ノ各部チ置キ・各部ノ業務・・會長ノ囑託シtl‘　・

　　　　ル部長，副部長，幹事が當タル．

　　　　庶務部，敏育部，報導；部，缶版部，観測部，事業部，経理部

第6條　此ノ會ノ趣旨目的二賛成スルモノノ・誰ヂモ入會ガデキル．　（入會申込ノ際ハ住所

　　　　職業出生年ヲ’申シ蓮ベラレタイ），會費ノ・1ケ年ニツキ4圓80銭トス1tZ．但シ申途

　　　　入歯ノ揚合半月45蔑ノ割合ニテ年末マデ前納スルコト．叉，退會ノ揚合ハ共ノ旨

　　　　チ申シ出ルコト。
第7條此ノ會ノ経管チ支持スノ趣意デ毎年20圓以上チ醇出刃嗜チ維持會員トスノレ・

第8條　此ノ頓用ー時金200圓以下テ寄附スル者チ終貞愚盲トシ，爾後ノ會費携込ミヲ『要

　　　　シナ4．
．第9條此ノ會ノ総會二於テ特二推薦セラレタル者テ名轡會員トスノレ．

第10條此ノ會ノ事業チ妨ゲ，罷面チ活琴會員ノ・除名スル・

第11條此ノ累卵ノ・顧問若干名テ置クコトガアル・

第12條此ノ會ノ役員目次ノ通りトシ任期ハ2ケ年トスル．

　　　　　．総総創熱田艦長鴎事會ノ細口ョリ締於イテ櫨ス

　　　　　理　　事若干名　（総會二於イテ倉長が指名スル）．

第13條此ノ會』ハ碧玉ノ囑託シタル評議員若干名ヲ置キ，會長ノ相談役トナリ，其ノ任

　　　　期ハ2ケ年トスル．
第14條此ノ會ニノ・會長ノ帰託シタル地方委員若干名テ置キ，地方二於ケル研究指導及ビ

　　　　會ノ導を展ヲ・言tノレ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一以　　上一

　　　　　　　　　　　　襯　測　用

○太陽黒黙報告用紙　　　　　　．（1rk
O太陽面経緯度圖　（第1－8圖）

○流星目測斗星圖　（第1－6圖）
○流星襯測報告用紙

○三星観測用番圖
○攣星謝測報告用紙

○黄道光観測用星圖
○黄道光謝測報告用紙

○木星スケチ用紙
⊂）火星スケチ月］紙

印　刷　物

、、組織｝

騨劃
膿11翻｝

畷叢1｝

畷劉

本　會．事　務　局　宛

流星課長小棋孝二郎宛

本　會　事　務　局　宛

寅道光課長　山本一清宛

遊星面課長伊達英太鄭宛

（途米国各2組ヌ．をよ5枚迄4銭）
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東亜天文協収獲行事撰天文エハガキ一遇8赦ラ麟暮媛説錘三眠

1．木星面：昭和12年，會員汲彊恒夫氏が花山天丈肇の3〔糎の臣道儀にて馨擦しナこま

　5の形象を謁いアこものである・ホ星は太陽系のメンバ中¢量大遊星で，凍西の菌裡

　が地球の1工倍あり，質量は31£倍もある，自輕．逼無は鴫問5G分飴であるから，二心

　力が強くて，赤道部がふくらんで，楕圓形になってみることが此の謁でも明らかで

　ある．表面はアムモニヤ，メタンガス等の大氣が遊動し，氣流の模様もよく見えて

　みる．木星は衛星が11ケあるが，共の中の4ケは小豊蓮鏡でも容易に見える，

2．都留月蝕の鷹眞：昭利14年五月3日東洋方面で久しぶりに見えナこ月蝕皆既の薮象

　を本會一員清水眞一氏が揖濾したものである．進の鴇眞は月の剛近に見える一恒星に

　カメラの方向を固定して，蝕の始めから終りまでの間に8回の短時間震出しナこもの

　であるから，月．が瓦の間に西から束く蓮算して石つナこ模標も勝らかに見えてみる．

　ヌ，月を蝕した影の全形によって趾球の大きさや形も覗び矢「れる．

3，．火墨のスケチ：大正1E年の秋に火星が鮭球へ近づい†こ時を利用して，會員（故）申

　村要氏が十一月2日頃同8日とに京都：大寒の35紅反身確兄で欝察したものである．此の

　頃，火星の親直穫は約2C彩角，火星の辻昇はTJJ春の藩候で，堤極の氷雪がまだ貢ぎ

　く廣がつてみる．

4．ドナチ運星：安政5年（1858年）の春，牧夫座に驚くべき大彗星が出現し，一篭級

　のア1クトウルス星と光を競つナこ・或れは共の時の景鶴を趨いナこものである．戯の

　彗星は敷ケ月にわたり全世界の何地からも見え，入々の興味をそ、つtこ。

5．南十字座目近の窯眞：南洋に族する人¢憧れは批の“南一i辱：”の星座を見ること

　である．春の夕暮れの南の空に，天の河の一部を占めた此の星座は，匹つの目星が

　美しく愛らしい十字形にならんで，深い印象を入の心に植えつける．このあたり，

　天の河の星も殊に嫁しいし，星座の東南隅には“炭袋”と俗に呼ばれる暗幕雲も見

　えて，複雑な宇宙講親をマザマザと表はしてみる．

6．太陽繋留の大鷺し：昭和13年十一月9日，黒黒11活動の極大申の一日，曾員伊辻英

　大郎氏が朝8時の快晴の空を利用し，口樫1】糎の反射鏡で撮影しナこものである．黒

　黙のいろいろのみならず，重れとλり葬れて白斑も慰しく現はれ，活氣横盗の太陽

　面を見せてみる，此の鋸眞の比例では，：太陽寒湿の直裡が6C糎ぐらみになってみる

　から，其の109分の一を地球の大きさと考へて見ると，黒鮎の眞の大きさをハツキ

　ジ知ることカ∫出盧る．

7．冥王星：世紀のレコ1ド“冥王星の骸見”は昭和5年（1930年）三月置ロ1エル天

　襲爵に於いて行はれナこ．登見者は青年講者トムボ1氏，器械は口裡33糎の寡眞望遠

　鏡であった．此の寓眞は共の蛮見盛時のもので，矢に示されナこのが冥王星，右端の

　大星は双子座デノレタ星である・冥々星は光度15級，其の直径は地球よりも遙かに小

　さく，昔の海王星の一衛星であったと思はれる．

8．穿クトリや天女憂の183糎反射鏡：大ZF潟東北岸の卓クトリや市既設に1918身建

　設された天文璽は此の大反射鏡の活用を圭目的としたものであったが，爾來二十数

　年間恒星のスペクト．ル分析と蓮動熟度の齪測に非常な効果を爆げ，現今は遂に量れ

　が大反射∫の模範塾F・！と目trられ，バ1キンス，ラド7リフ，マクド1ナルド等の新

　天丈．蓬も皆此の型式の反射鏡を採用してみる．
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　　　　　　　　　　　　　地　　方

塚田　豊治　札幌市，札幌第一申學校

購翻繍水灘囎漸（水澤1）
内藤　一男　群馬縣太田町東長岡甲851．

渡邊精吉郎　東京市杉並匪落窒1丁目17

．古畑　正秋　”　上野公園科學置物館内

誌齋三｛、細講騨三軒茶騨

冨田弘一郎　”

山崎　正光　”

小泉　　功　”

小穴　匡雄　．，

k居二郎
稻垣　武五　”

’上條　清八

・P澤　登

沓掛　七二

清水　眞一

大石　辰次

荒木　九皐

細野　貞
小澤　喜一一

河路甲午郎

工臨孝二郎

坂元　鐡馬

木邊　成麿

山本　　進　”

｛井樋太郎

宇野　良雄

古陶　久男

百瀦　教猷

西川　英男　”

前田徳次郎　，，

山崎　幸夫　”

小尾　下松　，，

顯蔭｝・

言森作遙　”

，，匝玉川用賀2の1097

，，旺上馬町1の763

中野旺江古田’1の176

，，　涯蓋新井田丁60g

．東京市芝置南佐久間町2の4

，，匠田町6の19

松本市榮町

長野縣埴科郡東條村

，，　　小酌郡青木村村松

静岡縣島田町（159）

tr　志太郡吉永村吉永1768

新潟縣長岡高等工業學校

薪潟市古町通リ三番町

名古屋市西匿西立町3

津市｝三重高等農林學校
和歌II」縣有田郡金屋（金屋30）

奈良市法蓮寺町LQ95
滋賀縣野洲郡中里村（中里30）

草津町大路井420

京都市明倫國民學校（本2236）

，，　上京二二竹下芝本町72

，，　　，，　　出雲路立本町14

大阪市南久太郎町4丁目17

住吉匿阪南町中3丁目

”　　由二階の丁4の26

，，　　帝塚山中4丁目

安土町2『】”目（本805）

西匪四ツ橋
　電熱科學館噺町1）

東野尺手前高女（東41）

委　員　　（）は電話
田村　丈造大阪市東淀川匠長柄西通1の14

井伊　秀勇　大阪府豊巾巾學校（岡町118）

井本　　進　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石

伊達英木蔦　”縣川邊郡雲雀丘（池田2546）

村山．辮次　西宮市今津町永田103

吉田源治郎　”　　”　　高潮67

混獲　下押　紳戸市須磨匿關守町（須磨140）

崔部．進。灘匪高Mソワ山（御影3546）

美田　爲三　”須磨離宮西町1の23（須磨938）

中田　萱雄　，，　　林田随苅藻通1／8

棘屋　信一　姫路市北ZF野町74

宮原　節　岡山市國富本町476

原　芸西　倉敷市本町（75）

本田　、實　，，　　住吉町，倉敷天丈塁

森本慶三津山市山下（157）
松本義一　尾道市久保町1453の1（752）
眞田‘安夫‘ A島朝暉島東中町71

早島忠敬廣島高等師範學校
恵藤　一郎　山口市縣立教育博物館（294）

飯　　襲撃i今治市片原町（54）

長圭　從朗　嘔口早稻築町，三井山野病院

古賀　和吉　大牟田市通町2（2264）

有田　邦雄　長崎報時観測所（580）

池田　一幸　熊本市東埣井町39

森下功，，　花園町柿原
吉Hl千枝子　下灘高雄州旗山526の3

松本　武男　，，　彰北高女（　）

吉村　昌久輝北市公會堂事務所

察三献”　入船町1の52
申出　哲鄭　朝鮮城津田本町87の13

櫻肝胆購罎講嚴幾所
河合　孝一　大連市二二本曲祠軋二野二叉

橋田　義春　，，　　錦町1の19

後閑　茂樹　満洲國撫順新軍側民學校

鯛彫纏覇騰藩1民望街
津野田誠吾　．申華民國汕頭病院

熊田　儀助　（在米）．

高村　正兄　（在米）

　　　　　　　　　　　　　地　方委　員　規定

第1條　地方三アル禽員巾ノ有志春ヨリ特二適任者ヲ推鵬シ地方委員トスル・

第2條地方委員・・本會ノ主旨轟基キ，其ノ諸事業ヲ援助シ又一般會員ヲ指導奨拗スノレ．
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文’協會
昭和7年（1932年）改名

小昼孝二旧
観恥部畏　木鼠成麿
纒理部長　宇野艮雄
理事（無任所）　美　田　欝

本部所在地
事務局所在地
一躍する天女量

大阪支部所在地

蔓；鍾支部所在地

黄潰光観測所

田上天女蚕　滋賀縣栗太郡上田上村

滋賀縣堅田局一騎

倉敷天女蚕　岡山縣倉敷市

大阪市立電氣科學餌プラネタtJウム　（大阪市四ツ橋）
至窪垂斗ヒ了fi「公聴山内

廣島国沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部

　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小唄孝二耶，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　課　（課長　滋賀半眼津町大路井420　山本　進）

　　3．饗　星　課　（課長　木早成麿，幹事　小翠喜一）

　　4．太　陽　課　（課長　敏，幹事　静岡縣志太郡吉永村吉永1768：大石辰次）

　　5，黄道光課（課長田上土車肇山本一清，幹事倉敷天草塁本田實）
　　6．豫　報　課　（課長　山本一清，幹事　紳田螺雄）

　　7．．機　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡中里村　木曽成麿）

　　＆窟　眞　課　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　伊蓮英太郎，幹事　佐伯恒夫，木豊成鷹）

　　　　火星班（班長兵庫縣川邊郡雲雀丘伊達英大郎）
　　　　木星土星班　（班長　大阪市四ツ橋電氣科學館佐伯恒夫）

　　　　水星金星班　（班長　木邊成麿）

　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪市住吉匠萬代東4の6　高城武夫）

　　11．月　雨．課　（課長　伊蓬英太郎）

　　12，歴史研究羅　（課長　兵庫縣武庫副本山村岡本高石344井本　進）

　　　　　　　　　観笹蟹．規定　（昭和6年11月22日制定：）

第1條　　本観測部ハ康亜天丈二二ノ目的テ達スル二間ノー事業トシテ，天盟ノ観測
　　研究子行フ．

第2僚…，第31廉，　第6tlac　　（略）

第4條　　東亜天丈協會員ハ希望ニョリ本観測部員トナル事が出來ル．
第5條　　部員ハ観測．トノ必要ニヨリ課長ノ指導及ビ東亜天塩速報（高名ブレテン），

　　東亜天文協會急報並ビニ種々ノ印剛物ノ配布テ受ケル・

　天　轟

饗糊滋・縣滋賀欄村獺野・・3

黙躇｝京都市酒煎鰍町林東入

配給元　東京市憩田津淡路町二丁目九番地

第259號画廊1肝冒劉㊧〔定便金・・銭〕蝋金・饅

　　　穰麟鵯・振替大阪56765・｛
　日本出版丈化協會第2種會員（第220038番）

　　眞美印刷所橋本岩山面〔電西陣3702〕

　　日本出版配給株式會肚
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